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目的　 洋服 を仕立 てる とき. 布地 に変形 を与えて7/! ロンボけを行ない 、布地 の熱

可塑性を利 用 し, その変形 を保 つこ とによｰ､てくせと'j をす る 。羊毛織物en くit ヒリ

の吠態 包解明 するため 、種 々0)変形 を 与k. - その力学的特性 右検討 す る 。今回は その

ごく基本的 な変形 として平織物 を用い 、たで方向 およびよこ方向をつ ハみ, つかみの

距離 を一定に し 。織物 の平面的なt. ん断 変形 の場冶ヽ ､こつ＼.)て実験 を行な った 。

方法　 たT    .よこ織 糸 シ3zs  のパンJ-≫ _ スを用い 、試 幅lOciti . つかみ間隔を16.21111

とし丿
右 に1  ﾝinおざI" タ0澗まで平行移動してせん断 変形 を行ない 、一定の7  4 ロ ンがけ条件

で熱 七 ツヽトを行&  っ化 。セット後 、十 ヤ'ﾂﾜｶ 紡 はずし 、24時間堵およ-(/'＼ 週関 枝の

塑 性変形 をセット角度 あヽよびセヽ･/ト率で示 し拾。

結果　 １、 平織 パンピ ー－スのせん断 変形において 、左に織物 を移動 した場冶ヽ とおに

織物 を移動 して変形 した場合 とて'は.  tZ ヽツト 変形量m' 違 うことがいえる。こ れは織糸

力撚'JIこよる繊植方向 と織 糸の引張り方向のなす 角ボ 異な ろre め. 左.  右に移動 した

各 々の織 糸の伸長特 性ボ違 うため と思 わil る。2. 織物 の セット 性は 、あ る一定の荷

重糾加 わった時セット率 が高い 。織 物のたて方向ヒよこ方 向の押長性能 が違うので 、

こ の織物 ではたて方向 包つ1八んだ とごは左に尋動 した方が 、よこ方向 をつ かんだ とき

はおに移動 した方が,  逆の方ts＼iこt?動 した場合 よりもセ ツヽト峯zバ高いこ とボ わカハ た。


